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プ
と
い
う
国
際
交
流
を
目
的
と
し
た
使

節
団
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
商
社
マ
ン
で
あ
っ

た
父
に
と
っ
て
も
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
数
年
間
、
赴
任
し
た
思
い
出
の
地
で

も
あ
り
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う

に
、
快
く
送
り

出
し
て
く
れ
た

こ
と
を
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚

え
て
い
る
。

当
時
は
、
現

在
と
は
異
な

り
、
パ
ス
ポ
ー

ト
も
わ
ざ
わ

ざ
京
都
か
ら

東
京
の
外
務

省
に
出
向
き

取
得
す
る
よ

う
な
時
代
で

あ
っ
た
。
そ

の
パ
ス
ポ
ー

私
の
最
初
の
海
外
旅
行
は
、
高
校
2

年
の
昭
和
26
年
12
月
か
ら
の
約
1
カ
月

間
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行
で
あ
っ
た
。

単
な
る
観
光
旅
行
で
は
な
く
、
Y
M
C
A

主
催
の
第
2
回
国
際
年
長
少
年
キ
ャ
ン

ト
は
当
時
、
外
務
大
臣
を
兼

務
し
て
い
た
吉
田
茂
首
相
の

名
前
が
入
っ
た
、
ま
だ
3
0

0
0
番
台
の
も
の
で
あ
っ
た
。

最
初
の
写
真
（
写
真
上
）

は
、
使
節
団
参
加
メ
ン
バ
ー

壮
行
会
時
、
三
笠
宮
崇
仁
殿

下
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
時
に
撮
っ
た

も
の
で
あ
る
。
今
か
ら
思
う
と
、
そ
れ

だ
け
大
変
な
使
節
団
で
あ
っ
た
こ
と
を

痛
感
す
る
。

プ
ロ
ペ
ラ
機
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
由

で
何
と
48
時
間
か
け
て
、
や
っ
と
の
思

い
で
シ
ド
ニ
ー
へ
到
着
。
長
旅
の
疲
れ

と
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
る
の
が
二
枚
目

の
写
真
（
写
真
右
）
で
あ
る
。
右
か
ら

三
番
目
が
、
こ
の
使
節
団
の
引
率
者
で

あ
っ
た
斎
藤
惣
一
先
生
で
、
先
生
は
戦

後
の
初
代
日
本
Y
M
C
A
同
盟
総
主
事

で
あ
り
、
昭
和
23
年
5
月
に
設
置
さ
れ

た
「
引
揚
援
護
庁
」
の
長
官
を
務
め
ら

れ
た
方
で
も
あ
っ
た
。

戦
後
復
興
が
進
行
中
の
日
本
と
は
異

な
り
、
初
め
て
見
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映

画
『
シ
ョ
ー
ボ
ー
ト
』、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
美

味
し
さ
、
遊
園
地
で
味
わ
っ
た
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
楽
し
さ
な
ど
、
触
れ

る
も
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
の
連
続
だ
っ
た
。

社
会
人
と
な
り
、
海
外
へ
数
多
く
訪
れ

た
が
、
こ
の
初
め
て
の
旅
行
を
上
回
る
感

動
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
昨
年
、
仕
事
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た

際
、
約
半
世
紀
前
、
青
春
時
代
に
受
け
た

大
き
な
感
動
が
私
の
中
で
蘇
っ
て
き
た
。

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
気
に
せ
ず
、

思
い
出
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

サプライズの連続だった

最初の海外旅行（昭和26年）嶋 雅二
J-オイルミルズ取締役会長

（写真上）使節団参加メン
バー壮行会にて。前列右端

・三笠宮崇仁殿下、

後列右端・筆者。

（写真右）シドニー到着時
、飛行機にて。右から三番

目・引率の斎藤惣

一先生、右端・筆者。


